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災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に 

 
　
大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守 

る
に
は
、
各
家
庭
で
の
防
災
の
備
え 

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個
人 

や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
も
あ
り 

ま
す
。
そ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る 

の
が
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
大
き 

な
災
害
に
立
ち
向
か
う
、
地
域
の
自 

主
防
災
活
動
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

一
人
ひ
と
り
が
団
結
し
て
発
揮
す
る
行
動

力
こ
そ
、
一
刻
を
争
う
人
命
救
助
に
大
き

く
貢
献
す
る
の
で
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た

６
、４
０
０
人
余
り
の
９
割
近
く
は
、
倒

壊
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
で
し
た
。 

　
一
方
で
、
そ
の
数
十
倍
と
も
い
わ
れ
る

多
数
の
人
々
が
、
け
が
を
負
い
な
が
ら
も

倒
壊
物
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
や
近
隣
住
民
が
協
力
し
、
バ
ー
ル
や

の
こ
ぎ
り
、
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
身
近
に

あ
る
物
を
使
っ
て
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
々

を
助
け
出
し
た
の
で
す
。 

組
織
力
が 

命
を
守
る
、
ま
ち
を
守
る 

 

　
大
地
震
の
発
生
直
後
は
、
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
道

路
・
水
道
・
消
火
設
備
の
損
壊
な
ど
が
起

　
　
　
　
　
き
る
た
め
、
す
べ
て
の
現
場

　
　
　
　
　
に
警
察
や
消
防
が
駆
け
つ
け

　
　
　
　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

　
　
　
　
　
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、「
自

　
　
　
　
　
ら
の
地
域
を
自
ら
守
る
」
と

　
　
　
　
　
い
う
心
構
え
と
組
織
力
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
と
っ

　
　
　
　
　
さ
に
必
要
な
の
は
自
分
の
身

　
　
　
　
　
を
守
る
こ
と
。
そ
し
て
危
険

を
免
れ
た
住
民
に
は
、
次
の
瞬
間
か
ら
重

要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
出

火
防
止
、
初
期
消
火
、
被
災
者
の
救
出
・

看
護
に
当
た
る
こ
と
な
ど
で
す
。
地
震
の

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
速

や
か
な
防
災
活
動
を
行
え
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の 

一
環
と
し
て 

 

　
彦
根
市
内
に
は
、
82
の
自
主
防
災
会
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
（
８
月
15
日
現
在
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
防
災

会
を
組
織
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

　
防
災
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、□市
消
防
本
部
警
防
課
☎
◯22
０
３

３
７
番
へ
ど
う
ぞ
。 

家庭の地震対策
 
　最も身近な自主防災組織は家庭です。地
震発生の際にも家族全員があわてず行動で
きるように「家庭内防災会議」を開き、必
要な事項を確認し合っておきましょう。 
□とっさの安全確保と火災防止の手順は？ 
□家屋の補強、家具の転倒・落下の防止策
は？ 
□非常持出袋の準備と置き場所は？ 
　・非常持出品の例 
□ヘルメット、防災ずきん 
□飲料水と食料（２～３日分） 
□衣類、手袋 
□懐中電灯 
□ライター、ろうそく 
□ラジオ 
□救急医療品 
□預金通帳、印鑑 
□（乳幼児がいる場合）ミルク、ほ乳
　びん、紙おむつ　　など 

□幼児や高齢者の避難補助の役割分担は？ 
□避難経路と避難場所（☞4ページ参照）
は？ 
□家族間の連絡方法は？ 

 「
ふ
る
さ
と
を 

自
分
た
ち
の
手
で 

守
る
」
意
識
で 

　
新
海
町
防
災
会
と
い
う
名
称
の
組
織

が
で
き
た
の
は
平
成
元
年
で
す
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
、
自
治
会
を
中
心
に
町
民

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う
意
識
を

強
く
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
が
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。 

　
新
海
町
は
彦
根
市
の
南
西
端
に
位
置

し
、
消
防
署
南
分
署
か
ら
直
線
距
離
で

も
５
㎞
以
上
離
れ
て
お
り
、
ま
た
、
集 

落
の
す
ぐ
南
側
は

愛
知
川
の
右
岸
堤

防
で
す
。
こ
う
し

た
地
理
的
条
件
か

ら
、
早
く
か
ら
自

警
消
防
隊
と
婦
人 

消
防
隊
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
町

内
に
は
自
治
会
が
全
額
費
用
負
担
し
た

４
か
所
を
含
め
、
６
か
所
の
防
火
水
槽

が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
組
織
や
設
備
を
整
備
す
る
だ

け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
災
害
時
に

有
効
に
機
能
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な

訓
練
を
欠
か
さ
ず
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
は
、
起
こ
ら
な
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
万
一
の

非
常
時
に
は
隣
近
所
助
け
合
っ
て
被
害

を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う
、
備
え
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

会　長 

安居清七さん 
せい ひち
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9月は防災月間 

紙
上
談
話
室
・
６ 

彦
根
市
長

 

集
落
全
員
で 

防
災
に
取
り
組
む 

　
大
堀
防
災
会
は
、
平
成
７
年
の
阪
神・

淡
路
大
震
災
に
よ
る
住
民
の
防
災
意
識

の
高
ま
り
を
受
け
て
準
備
が
始
ま
り
、

同
11
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

て
い
る
の
は
、
大
堀
町
全
２
０
０
世
帯

余
り
の
住
民
で
す
。 

　
大
き
な
災
害
が
起
こ
る
と
、
私
た
ち

の
生
命
、
財
産
は
、
私
た
ち
自
身
で
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
は
、

全
戸
の
消
火
器
の
点
検
を
し
、
可
搬
式

ポ
ン
プ
や
倉
庫
の
整
備
な
ど
、
設
備
の

充
実
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。 

　
大
堀
防
災
会
で
は
、
参
加
す
る
全
員

が
五
つ
あ
る
班
の
ど
れ
か
に
所
属
し
ま

す
。
救
護
班
、
消
火
班
な
ど
が
あ
り
、

救
護
班
は
応
急
処
置
を
、
消
火
班
は
可

搬
式
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
放
水
を
で
き
る

よ
う
そ
れ
ぞ
れ
訓
練
し
ま
す
。
可
搬
式

ポ
ン
プ
の
操
作
が
で
き
る
人
が
年
々
増

え
、
喜
ん
で
い
ま
す
。
技
術
が
身
に
つ

い
た
こ
ろ
に
班
を
変
わ
れ
ば
、
さ
ら
に

別
の
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
全
員
が
何
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
高
い
理
想
で
す
。 

　
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
防
災
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
き
ち
ん
と
機
能
す
る
よ

う
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。 

大地震が起きたら…
 
①身の安全を守る 
　揺れを感じたら、机やテーブルの下に身
を隠し、身近な座ぶとんなどで頭部を保護
します。ドアや窓を開けて脱出口を確保す
ることも大切。すぐに戸外に飛び出すと、
瓦やガラス、外壁などが落ちてくることが
あるので注意しましょう。 
②火災を防ぐ 
　使用中のガス器具、電気製品、冬ならス
トーブなどは直ちに消すこと。万一火が出
たら、あわてずに消火器などでボヤのうち
に消し止めます。手に余るようなら大声で
近所の人に応援を求めましょう。浴槽に水
をためておけば、いざというときに役立ち
ます。 
③速やかな避難 
　避難は徒歩が原則。車は渋滞を引き起こ
し、消火・救援活動の妨げとなります。自
宅を離れるときは電気のブレーカーを切り、
ガスの元栓を締めること。崩れやすくなっ
ているがけや川べり、高い塀や建物には近
よらないように。土砂崩れの危険がある場
合は速やかに安全な場所に避難しましょう。 

真剣な表情で初期消火訓練に取り組む　

大堀防災会の皆さん（昨年の彦根市防災訓練で）

会　長 

小堀英雄さん 

げ
い

よ



彦根市

多賀町

豊郷町 甲良町
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彦根市 
（人口107,860人、世帯数38,026世帯、面積98.15㎢） 
　かつての彦根藩35万石の城下町として貴重な歴史遺産
や文化的土壌を有しています。滋賀県立大学、滋賀大学
などもある学園研究都市としての環境が整いつつあるほか、
「夢京橋キャッスルロード」など、新しいアイディアによ
るまちづくりも展開しています。 
 
豊郷町（人口7,132人、世帯数2,125世帯、面積7.78㎢） 
　農業を中心に発展した、近江米の産地・湖東の米どころ。
「伊藤忠・丸紅」の創始者伊藤忠兵衛をはじめとする近江
商人の故郷として知られ、現在も往時の生活をうかがわ
せる旧宅などが残ります。近年は、「都市型農業」を目指
し、野菜や花き栽培が盛んに行われています。

甲良町（人口8,169人、世帯数2,191世帯、面積13.66㎢） 
　湖東平野北部の犬上川流域に位置します。総面積の５割を農地
が占める潤いある田園のまちで、農村景観の保全・整備に積極的。
湖東三山の一つ西明寺があり、秋は紅葉の名所として多くの観光
客を集めています。字ごとに設置された「むらづくり委員会」や
「せせらぎ夢現塾」など、住民と行政による一体的なまちづくり
を展開しています。 
 
多賀町（人口8,463人、世帯数2,398世帯、面積135.93㎢） 
　県内第６位の広大な町土を有し、その85.7％が緑豊かな山林。
県内でも有数の歴史文化資源である多賀大社には年間170万人を
超える観光客が訪れます。国道306号、同307号による交通ア
クセスに優れ、工業団地等には多数の優良企業が立地しています。 
 

第12回 

８月１日、「合併協議会」の看板を取り付ける

（左から）多賀町長、彦根市長、甲良町長、豊郷町長

※人口および世帯数は、平成12年国勢調査によります。

さん
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施 設 名 
城 東 小 学 校  
東 地 区 公 民 館  
彦 根 勤 労 福 祉 会 館  
彦 根 商 工 会 議 所  
城 西 小 学 校  
西 中 学 校  
彦 根 東 高 等 学 校  
市 民 会 館  
西 地 区 公 民 館  
彦 根 幼 稚 園  
彦 根 西 高 等 学 校  
金 城 小 学 校  
中 地 区 公 民 館  
中 央 中 学 校  
滋 賀 県 立 大 学 看 護 短 期 大 学 部  
老 人 福 祉 セ ン タ ー  
城 北 小 学 校  
市 民 体 育 セ ン タ ー  
近 江 高 等 学 校  
千 松 会 館  
彦根総合運動場スイミングセンター 
北老人福祉センター（ハピネスひこね） 
滋 賀 大 学  
彦 根 簡 易 保 険 保 養 セ ン タ ー  
佐 和 山 小 学 校  
東 山 会 館  
東 中 学 校  
彦 根 翔 陽 高 等 学 校  
彦 根 女 子 高 等 学 校  
旭 森 小 学 校  
旭 森 地 区 公 民 館  
平 田 小 学 校  
福 祉 保 健 セ ン タ ー  
働 く 婦 人 の 家  
勤 労 青 少 年 ホ ー ム  
東びわこ農業協同組合彦根中央支店 
城 南 小 学 校  
ひ こ ね 燦（さん） ぱ れ す 
ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ  

所 在 地 
京町二丁目2-19 
大東町1-26 
大東町4-28 
中央町3-8 
本町三丁目3-22 
金亀町8-1 
金亀町4-7 
尾末町1-38 
本町一丁目9-1 
本町一丁目3-33 
池州町9-73 
大藪町391 
大藪町2610 
西今町1207 
八坂町1900 
開出今町1361 
松原町3751-3 
松原町3751-7 
松原町3511-1 
松原一丁目12-13 
松原町3028 
馬場一丁目5-5 
馬場一丁目1-1 
松原町3759 
安清町11-32 
里根町163-1 
芹川町443 
芹川町580 
芹川町328 
東沼波町300 
正法寺町642 
平田町267 
平田町670 
平田町670 
平田町670 
平田町792-1 
西今町380 
小泉町648-3 
野瀬町187-4

施 設 名 
城 陽 小 学 校  
南 中 学 校  
滋 賀 県 立 大 学  
三 津 屋 町 民 会 館  
 
若 葉 小 学 校  

鳥 居 本 小 学 校  
鳥 居 本 中 学 校  
鳥 居 本 地 区 公 民 館  
高 宮 小 学 校  
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー  
河 瀬 小 学 校  
彦 根 中 学 校  
河 瀬 地 区 公 民 館  
広 野 会 館  
東 び わ こ 農 業 協 同 組 合 本 店  
彦 根 工 業 高 等 学 校  
河 瀬 高 等 学 校  
ふ た ば 保 育 園  
亀 山 小 学 校  
市 役 所 亀 山 出 張 所  
稲 枝 東 小 学 校  
稲 枝 商 工 会 館  
聖 泉 短 期 大 学  
彦 富 町 公 民 館  
稲 枝 北 小 学 校  
市 役 所 稲 枝 支 所  
稲 枝 中 学 校  
稲 枝 地 区 公 民 館  
東びわこ農業協同組合稲枝中央支店 
稲 枝 西 小 学 校  
新 海 町 公 民 館  

所 在 地 
甘呂町430 
甘呂町156 
八坂町2500 
三津屋町1451 
 
蓮台寺町180 

鳥居本町1550-1 
鳥居本町788 
鳥居本町1491-6 
高宮町2447 
高宮町2311 
極楽寺町118 
西葛籠町553 
森堂町131 
犬方町848-1 
川瀬馬場町922-1 
南川瀬町1310 
川瀬馬場町975 
犬方町624 
賀田山町8 
賀田山町278-2 
稲部町308 
稲部町607-1 
肥田町720 
彦富町1718 
下岡部町597 
田原町13-1 
田原町202 
本庄町60 
本庄町92-1 
本庄町3583 
新海町409

城
　
　
陽 

若 

葉 

鳥
居
本 

高 

宮 

河
　
　
　
　
　
瀬 

亀 

山 

稲
枝
東 

稲
枝
北 

稲
枝
西 

城
　
　
東 

城
　
　
　
西 

金
　
　
城 

城
　
　
　
北 

佐
和
山 

旭 

森 

平
　
　
田 

城
　
南 

学区 学区 

※市では、各地区の小学校を拠点避難場所に指定していま
す。（表中に太字で表示しました。） 
※この一覧表は、小学校区ごとに掲載していますが、実際
の避難にあたっては、学区内の施設に限らず、災害状況
に応じて最も近くて安全な施設へ避難してください。 

市 内 の 避 難 場 所 一 覧 
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施
設
サ
ー
ビ
ス

︵
施
設
訓
練
等
支
援
︶ 

 

更
生
施
設
　
身
体
機
能
の
維
持
・

向
上
や
、
日
常
動
作
能
力
な
ど

の
治
療
・
訓
練
施
設 

療
護
施
設
　
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
障
害
者
の
治
療
・
養
護
を

行
う
施
設 

授
産
施
設
　
自
立
と
社
会
経
済
活

動
へ
の
参
加
に
向
け
、
訓
練
や

職
業
提
供
を
行
う
施
設 

 

更
生
施
設
　
日
常
生
活
に
お
け
る

自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
の
訓

練
施
設 

授
産
施
設
　
自
立
と
社
会
経
済
活

動
へ
の
参
加
に
向
け
、
訓
練
や

職
業
提
供
を
行
う
施
設 

通
勤
寮
　
就
労
し
て
い
る
障
害
者

の
独
立
・
自
活
に
必
要
な
助
言
・

指
導
を
行
う
施
設 

心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
置
す 

る
福
祉
施
設
　
障
害
の
程
度
の
著

し
い
心
身
障
害
者
を
対
象
に
、

必
要
な
保
護
と
指
導
を
行
う
施

設 

居
宅
サ
ー
ビ
ス

︵
居
宅
生
活
支
援
︶ 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
　
居
宅

に
お
け
る
介
護
・
家
事
援
助 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
通
所
に
よ
る
創

作
的
活
動
、
機
能
訓
練
な
ど 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
　
身
体
障
害
者

更
生
施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所 

    

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
　
居
宅

に
お
け
る
介
護
・
家
事
援
助 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
通
所
に
よ
る
創

作
的
活
動
、
社
会
適
応
訓
練
な

ど 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
　
知
的
障
害
者

更
生
施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
　
地
域
の
な
か

で
の
共
同
生
活
者
に
対
す
る
日

常
生
活
上
の
援
助 

     

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
　
居
宅

に
お
け
る
介
護
・
家
事
援
助 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
通
所
に
よ
り
日

常
生
活
動
作
や
集
団
生
活
へ
の

適
応
な
ど
に
関
す
る
指
導
と
訓

練 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
　
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
短
期
間
入
所 

身体障害者 知的障害者 障害児 ※
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
、
共
同
作
業
所
な
ど
の

利
用
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。 

来
年
４
月
か
ら 
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けんじょう み え こ

か づ

ごとやす ゆき

　支援費制度では、サービスの内容や
サービスを提供する事業者などを、利
用者が選びます。始めは、どのような
サービスを、どのように利用したらよ
いのかについてなどを、□市障害福祉
課などで相談したり、情報収集したり
してください。 
 
　□市障害福祉課に支給申請をします。 
申請に必要なもの 
①申請書 
②添付書類（利用者負担額を決めるた
めの、本人や扶養義務者の収入や課
税状況などが確認できる書類や資料） 
③医師の診断書（必要なとき）　など 
※申請する人が一度に集中しないよう、
受付の日程などを後日お知らせします。 
 
　□市障害福祉課の職員が利用者から
聴き取りをし、サービスの内容とその
量、利用者負担額などを決定し、後日
「受給者証」を交付します。 
検討する内容 
①障害の種類とその程度や、その他の
心身の状況 
②介護を行う人（障害児の場合は保護
者）の状況 
③支援費以外の保健医療サービスや福
祉サービスの利用状況 
④利用する本人の意向 
⑤利用者の置かれている環境 
 
「受給者証」に記載される内容 
①サービスの内容 
②サービスを利用する期間 
③利用者負担額 

④サービスの量（居宅支援のとき） 
　障害程度区分（施設支援のとき） 
 
　サービスを提供する事業者や施設に
受給者証を提示して申し込み、サービ
スの内容を確認して、契約します。 
 
　サービスの利用者は、利用者負担額
を事業者や施設に直接支払います。 
 
　サービスにかかる費用のうち、利用
者負担額を除く分は、支援費として、
市が事業者や施設に支払います。 

利用者がすること

市がすること
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９
月
10
日
㈫
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

で
京
都
市
交
響
楽
団
演
奏
会
で
指
揮
す
る

佐
渡
裕
さ
ん
。
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ

イ
ン
の
最
後
の
愛
弟
子
と
言
わ
れ
、
第
39

回
ブ
ザ
ン
ソ
ン
世
界
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
な
ど
の
輝
か
し
い
経
歴
を
持
つ
、
国

際
的
な
指
揮
者
で
す
。 

　
７
月
19
日
に
は
、
そ
の
佐
渡
裕
さ
ん
が
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
「
彦
根
を
滋
賀

県
の
音
楽
活
動
の
拠
点
に
」
と
、
県
内
初

と
な
る
貴
重
な
公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
、

地
元
や
名
古
屋
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア

指
揮
者
を
指
導
し
ま
し
た
。
間
近
で
見
た

一
流
の
指
揮
者
は
、
ど
ん
な
印
象
を
与
え

た
で
し
ょ
う
か
。
モ
デ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
舞
台
に
上
が
っ
た
「
ひ
こ
ね
第

九
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
・
澤
純
子
さ
ん
（
銀
座
町
）
に
感
想

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

「
あ
の
佐
渡
裕

さ
ん
が
来
る
と

い
う
こ
と
で
、

私
た
ち
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
も
と
て

も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。 

な
か
に
は
、
仕
事
を
休
ん
で
参
加
し
た
団

員
も
い
る
ぐ
ら
い
で
す
。 

　
佐
渡
さ
ん
は
と
て
も
気
さ
く
な
親
し
み

や
す
い
人
柄
で
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
指
揮
者

の
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
き
も
、

「
曲
の
ス
タ
ー
ト
は
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
』

と
い
う
感
じ
で
」
な
ど
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な

表
現
で
上
手
に
教
え
て
い
ま
し
た
。 

　
佐
渡
さ
ん
の
指
揮
者
と
し
て
の
魅
力
は
、

そ
の
人
柄
に
よ
る
も
の
も
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
佐
渡
さ
ん
の
音
楽
へ
の
情
熱
や
、

個
性
が
背
中
か
ら
見
て
い
る
観
客
に
も
伝

わ
る
こ
と
が
、
佐
渡
さ
ん
の
人
気
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
９
月
10
日
の
演
奏
会
で
は
、
佐
渡
さ
ん

の
十
八
番
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
の
交

響
曲
第
５
番
を
演
奏
す
る
そ
う
で
す
。
佐

渡
さ
ん
の
創
り
出
す
緊
張
感
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
爆
発
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。」 

澤さん

ひこね第九オーケストラを指揮する佐渡裕さん

さ

ど

ゆ
た
か

さ
わ

こ

じ
ゅ
ん

つ
く
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テ
ー
マ
展 

９

月

の

催

し 

てん

で め け

ま

伝馬町高札写（彦根城博物館蔵）

観覧料が
必要です

参加無料

参加無料

聴講無料

指定 

第
30
回
彦
根
城
能
か
ら

なる こ やる こ

じ ねん こ じ

しげ やまちゅうざぶろう

・・・・・・・・・・・・ 彦 根 城 で 秋 の 風 情 を お 楽 し み く だ さ い ・・・・・・・・・・・・

ほうしょうだい

こかつら あや こさと

べまな ひさかず
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扇
を
川
に
流
し
て
遊
ぶ
「
扇
流
し
」。

美
し
い
景
色
な
ら
ば
、
ど
こ
の
川
で

も
よ
い
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
水
面

に
流
れ
る
扇
と
い
え
ば
、
京
都
嵐
山

の
大
堰
川
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
と
き
は
室
町
時
代
の
こ
と
。
嵐
山

に
ほ
ど
近
い
嵯
峨
の
天
竜
寺
へ
将
軍

が
出
か
け
た
と
き
、
童
の
扇
が
風
に

あ
お
ら
れ
て
渡
月
橋
か
ら
大
堰
川
へ

舞
い
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る

と
供
奉
の
人
々
は
こ
れ
に
興
じ
、
我

も
わ
れ
も
と
競
っ
て
、
川
に
扇
を
投

じ
た
と
い
う
の
で
す
。 

　
当
時
、
扇
は
必
携
の
ア
イ
テ
ム
で

し
た
か
ら
、
将
軍
お
付
き
の
人
々
は

さ
ぞ
か
し
贅
美
を
尽
く
し
た
品
を
手

に
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
も
っ
と
も
扇
流
し
の
屏
風
は
、
こ

の
時
代
に
は
一
般
化
し
て
い
た
よ
う

で
す
か
ら
、
こ
の
話
は
、
嵐
山
と
い

う
名
所
に
ひ
き
つ
け
て
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
た
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
身
辺
の
道
具
で
あ
る
扇
を
、
絵
画 

    

や
工
芸
品
に
あ
し
ら
う
こ
と
は
、
す

で
に
鎌
倉
時
代
に
行
わ
れ
、
江
戸
時

代
に
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
扇
面
を

規
則
正
し
く
配
列
し
、
ま
た
変
化
を

付
け
て
散
ら
し
か
け
、
さ
ら
に
流
水

を
加
え
て
扇
流
し
と
し
ま
す
。 

　
能
装
束
も
こ
の
例
外
で
は
な
く
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
厚
板
の
よ
う
に

す
ぐ
れ
た
作
品
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

扇
面
意
匠
の
伝
統
の
重
み
を
感
じ
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
江
戸
時

代
中
期
（
18
世
紀
）
の
作
品
で
す
。 

　
白
色
の
地
の
全
面
に
青
海
波
（
同

心
円
を
重
ね
た
波
形
の
文
様
）
を
金

糸
で
配
し
ま
す
。
こ
の
厚
板
の
全
体

が
水
で
あ
る
と
の
設
定
で
す
。 

　
こ
こ
に
開
い
た
も
の
か
ら
、
半
開

き
、
そ
し
て
閉
じ
た
も
の
ま
で
、
数

種
類
の
形
の
扇
を
散
ら
し
か
け
る
の

で
す
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

　
扇
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
春
蘭
、
鉄

線
、
菊
、
桜
花
、
楓
葉
な
ど
の
四
季

の
植
物
、
七
宝
繋
ぎ
、
斜
格
子
、
三

つ
亀
甲
と
い
っ
た
割
り
付
け
文
様
、

そ
し
て
浜
辺
を
あ
ら
わ
す
洲
浜
文
が
、

落
ち
着
い
た
色
調
の
色
糸
で
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
扇
は
、
平
安
時
代
に
日
本
で
発
明

さ
れ
、
早
く
か
ら
絵
を
描
い
た
り
、

和
歌
を
書
き
つ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
も
と
も
と
単
な
る
道
具
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
扇
を
モ
チ
ー
フ

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
要
素
は
、
す
で
に

扇
に
内
在
し
て
い
た
と
も
い
え
ま
す
。 

　
し
か
も
こ
れ
を
水
に
流
れ
る
扇
流

し
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
日

本
的
で
す
。
き
ち
っ
と
し
た
構
図
や

繰
り
返
し
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
こ
と

な
く
、
感
覚
的
に
配
列
し
て
い
く
。

配
置
の
角
度
や
位
置
を
変
え
る
だ
け

で
、
ず
い
ぶ
ん
印
象
は
異
な
り
ま
す
。

繊
細
さ
と
大
胆
さ
を
兼
ね
備
え
た
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。 

　
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
も
、
日
本
人
の
「
間
」
を
重
ん
ず

る
美
意
識
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。 

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
齋
藤
　
望
） 

お
う
ぎ

な
が

み
な

も

あ
ら
し

わ
ら
わ

き
ょ
う

ぐ

ぶ

び
ょ
う
ぶ

や
ま

お
お

い

さ

が

と

げ
つ

ぜ
い

び

あ
つ

い
た

せ
い

が
い

は

し

き
ん

し
ゅ
ん
ら
ん

せ
ん

か
え
で

は

て
っ

し
っ

ぽ
う

き
っ

こ
う

す

は
ま

も
ん

い
ろ

い
と

つ
な

し
ゃ

ご
う

し

み

ま

さ
い

と
う

の
ぞ
む

厚
板
　
白
地
青
海
波
に
扇
流
し
文
様
︵
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶

同
︵
部
分
︶

写真の厚板は、彦根城博物館の常設展で９月17日㈫まで展示しています。

し
ろ

じ

せ
い
が
い

は

あ
つ
い
た

も
ん
よ
う

お
う
ぎ
な
が
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　 ク　ラ　ブ　名      

テ ニ ス  

七 宝 焼  

バ レ ー ボ ー ル  

バ ド ミ ン ト ン  

卓 球  

曜日 

月～金 

水 

水 

木 

金 

定 員  

50人 

1 0人 

30人 

30人 

30人 

クラブ 活動  ※活動時間は、18：30～20：30

　 講 座 名 　  

料 理  

　 　  松月堂古流 
　 　 池 坊  

　 　 翠 香 流  
茶 　 　 道 　表 千 家 流  

陶 芸  

お 菓 子 教 室  

ビ ー ズ 手 芸  

パ ソ コ ン
　初 　 　 級  

　 　 　 　 　中 　 　 級  

手 編 み  

ペ ン 習 字  

華　　　道 
すい　　こう　　りゅう

しょうげつどうこりゅう

曜日 

火・金 

月 

火 

水 

木 

月 

月 

月 

木 

火 

金 

木 

教材費（月額）  

各　2,500円 

3,000円 

3,000円 

3,000円 

1 ,500円 

2,500円 

2,500円 

3,000円 

全期 4,000円 

 〃   4,000円 

 〃   4,000円 

 〃   2,000円 

定 員 

各24人 

20人 

20人 

20人 

15人 

20人 

24人 

15人 

15人 

15人 

15人 

15人 

回 数 

各15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

教 養 講 座  ※開講時間は、18：30～20：30

開設期間　10月～平成15年２月（５か月間） 
利用資格　市内に在住・在勤の勤労青少年（おおむね30歳 
　　　まで） 
申込期間　９月５日㈭～同20日㈮（土・日曜日、祝日、振 
　　　　　替休日は除く）の9：00～21：00 
申込・問い合わせ先 
　　　　　勤労青少年ホーム（平田町）☎22-8153

申込方法　所定の申込書に必要事項を書いて、次の料金を
添えて勤労青少年ホームへ。 
　◆受 講 料：１講座につき3,000円（後期分） 
　◆教 材 費：２か月分または全期分 
　◆保 険 料：災害補償保険料250円 
　　　　　　　（前期利用者は不要） 
　◆会　　費：利用者の会会費1,000円 
　　　　　　　（前期利用者は不要） 
　◆クラブ費：１クラブにつき500円 
※電話、郵便による申し込みはできません。 
※各講座とも、申込者多数の場合は抽選します。 
　（募集定員に満たない場合は、申込期間終了後も） 　　受け付けます。 
※申込者が少ない場合は、開講しないことがあります。 

こ
う

て
ん

ま

ば
い

さ
め

が

い

じ
ゅ
く

り
ょ
う
た
ん

じ

さ
ん
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７
月
の
下
旬
ご
ろ
、
金
亀
公
園
管
理
事
務
所
近
く
の

水
路
に
、
オ
ニ
バ
ス
の
花
が
咲
い
て
い
る
の
に
気
づ
き

ま
し
た
。
例
年
は
生
え
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
管

理
事
務
所
の
職
員
さ
ん
が
水
草
を
掃
除
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
し
ょ
う
か
。
と
げ
に
包
ま
れ
た
茎
の
上
に
、
鮮

や
か
な
紫
色
の
花
び
ら
を
開
く
姿
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

よ
く
見
る
と
、
花
の
中
が
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
い
る
の

も
か
わ
い
ら
し
く
思
え
ま
す
。 

　
そ
の
翌
日
に
も
う
一
度
行
っ
て
み
る
と
、
花
の
咲
き

方
が
前
日
と
は
違
い
ま
す
。
葉
も
成
長
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
気
に
な
っ
て
、
そ
の
翌
日
に
も
見
に
行
き
ま
し

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
20
日
ほ
ど
も
続
け
て
オ

ニ
バ
ス
を
見
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
オ
ニ
バ
ス
の
花
は
早
朝
に
咲
い
て
、
夕
方
い
っ
た
ん

閉
じ
、
翌
日
ま
た
咲
き
ま
す
。
３
日
ほ
ど
咲
く
と
、
水

中
に
沈
ん
で
姿
を
見
せ
な
く
な
り
ま
す
。
水
面
か
ら
20

セ
ン
チ
も
上
で
咲
く
花
や
、
水
中
で
咲
く
花
、
葉
を
突

き
破
っ
て
出
て
く
る
花
や
、
ぐ
う
ん
と
茎
を
伸
ば
し
て

葉
の
横
に
顔
を
出
す
花
と
、
様
子
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
毎

日
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
姿
を
記
録
し
た
写
真
は
約
２

０
０
枚
に
も
な
り
、
花
が
咲
く
過
程
を
ビ
デ
オ
に
も
収

め
ま
し
た
。 

　
間
近
に
見
ら
れ
る
こ
の
場
所
が
、
彦
根
の
新
名
所
と

し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

　
７
月
30
日
朝
、
稲
里
町
民
会
館
に
地
元
の

小
学
生
27
人
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
10
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
続
く
夏

休
み
恒
例
の
行
事
で
、
子
ど
も
た
ち
と
お
年

寄
り
が
楽
し
く
遊
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
交

流
す
る
の
で
す
。
昨
年
は
カ
レ
ー
、
一
昨
年

は
流
し
そ
う
め
ん
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た

が
、
今
年
は
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。 

　
蒸
し
上
げ
た
も
ち
米
を
、
機
械
を
使
わ
ず

木
製
の
杵
と
臼
で
お
も
ち
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
石
臼
を
使
っ
た
き
な
粉
作
り
も
子
ど
も

た
ち
に
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１
０
０

年
以
上
も
昔
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
臼

は
、
子
ど
も
た
ち
の
親
の
世
代
で
す
ら
ほ
と

ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
足
踏
み
式
の
脱
穀
機
な
ど
今
で
は

使
わ
な
く
な
っ
た
農
機
具
や
、
藁
草
履
作
り

の
実
演
を
子
ど
も
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
見

て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
に
手
作
り

の
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
、
集
ま
っ
た
全
員
が

舌
つ
づ
み
。
わ
ず
か
半
日
ほ
ど
の
ふ
れ
あ
い

交
流
で
し
た
が
、
先
祖
か
ら
伝
わ
る
生
活
文

化
に
接
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

▲金亀公園内に咲いたオニバス

　（８月７日、藤本さん撮影）

藤本さん

藁
草
履
作
り
を
興
味
深
そ
う
に

見
る
子
ど
も
た
ち

ひ
ろ

ゆ
き

▲藤野さん

▼「重いきねに負けるな！」

き
ね

う
す

わ
ら

ぞ
う

り
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昨年の大会から

ち

ず

こ

広報ひこね　平成14年９月１日 15

　住宅金融公庫では、阪神・淡路大震災で被災された人
の住宅再建に対し、特例措置により災害復興住宅融資を
行っています。 
　この特例措置は、平成14年度末までに「災害復興住宅
に関する認定書」（被災住宅の補修の場合は、「り災証明
書」でもよい）の発行申請を被災地の地方公共団体に行
った人について、平成17年度末まで適用期限が延長され

ました（認定書の判定が「適格」となった人に限ります）。
阪神・淡路大震災で被災された人で、いまだ当該認定書
（補修の場合は「り災証明書」）の発行申請をしていない
人は、平成14年度中に必ず申請を行ってください。 
問い合わせ先　住宅金融公庫大阪支店公共業務課 
　　　　　　　☎06-6281-9268
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船、旭、元、後三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、甘呂、八
坂、亀山地区、金沢（長江）、服部、稲枝（西）、彦富 
新、芹中、大橋、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、日夏、
八坂、亀山地区、稲枝（東）、肥田（西肥田を除く）、彦富 
元岡、沼波、東沼波、大堀、日夏、亀山地区、稲部（稲部東）、
野良田、稲部（南稲部） 
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、日夏、
鳥居本地区、亀山地区、稲部（南稲部） 
日夏、鳥居本地区、亀山地区、稲里、金田、稲部（稲部）、石寺
（上石寺・下石寺）、彦富（笹田団地） 
古沢、松原（四ツ川を除く）、日夏、鳥居本地区、高宮地区、河
瀬地区 
日夏、高宮地区、河瀬地区 
高宮地区、河瀬地区 
小泉、高宮地区、河瀬地区 

17日㈫
 

18日㈬
 

19日㈭
 

20日㈮

24日㈫
 

25日㈬
 

26日㈭
27日㈮
30日㈪

※４月から、一部の区域で収集順を変更しています。収集予定日が３月までと大 
　幅に異なる場合もありますので、この表で確認くださるようお願いします。 
※臨時の収集については、早めにお申し込みください。 
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日に実施します。） 
※収集の状況によって、収集日が３日程度前後することがありますが、ご了承ください。 

９月後半 

日・曜日 時　間 駐 車 場  

17日㈫
西 清 崎 町 浄 宗 寺  
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン  
日夏ニュータウン第２期集会所前 

１３：３０ 
１４：２０
１５：１０ 

18日㈬
開 出 今 町 菅 原 神 社  
蔵 の 町 団 地 中 央 部  
開出今第２団地（旧県立短大前） 

１３：２０ 
１４：１０
１５：００ 

20日㈮
稲 里 町 公 民 館  
稲 枝 地 区 公 民 館  
稲 枝 駅 前  

１３：３０ 
１４：２０
１５：１０ 

24日㈫
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横  
岡 町 彦 根 自 動 車 学 校  
平 田 町 明 照 寺 前  

１３：１５
１４：００
１４：５０ 

25日㈬
大 藪 町 農 業 倉 庫  
下 後 三 条 説 教 場  
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社  

１３：２０ 
１４：１０
１５：００ 

27日㈮
新 海 町 公 民 館  
田 附 町 公 民 館  
本 庄 町 公 民 館  

１３：３０ 
１４：２０
１５：１０ 

19日㈭

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園  
西 今 町 松 田 団 地  
西 今 町 伊 庭 団 地  
若 葉 小 学 校  

１１：００
１３：２０ 
１４：１０
１５：００ 

28日㈯

普 光 寺 町 公 民 館  
彦 富 町 公 民 館  
金 沢 町 公 民 館  
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店） 

１１：００
１３：１０ 
１４：００
１４：５０ 

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。 

図 書 館 休 館 日  
９月後半 

図書館やたちばな号の利用は無料です。 

 15日（日・祝）、16日（月・振）、 
23日（月・祝）、26日（木）、30日（月） 

9月後半 
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　分譲宅地　随時受付中　
彦根市土地開発公社

所在地、価格など 
①高宮中北団地（高宮町）５区画＝164～286㎡、941～1,541万円 
②福満第３次団地（西今町）５区画＝210～332㎡、1,811～3,253
万円 
③鳥居本樋ノ口団地（鳥居本町）６区画＝207～258㎡、1,415～
2,012万円 
④西今町字狐塚（西今町）119㎡、1,078万円 
申込資格　市内に在住または在勤の人で、自分の住宅を建設する
ための宅地を必要とし、分譲代金の一括払いができる人 
※土地売買契約には、契約締結後３年以内に居住用の住宅を建築
することなど、買戻特約があります。 
申込・問い合わせ先　月～金曜日（祝日、振替休日、年末年始は
除く）の8：30～17：15に、彦根市土地開発公社（市役所３階）
☎22-1411（内線368）、FAX22-8050へ（先着順に受付） 



山

下

誠

大

ち
ゃ
ん

︵
佐
和
山
町
︶

岩

村

　

光

ち
ゃ
ん

︵
西
今
町
︶

広報ひこね　平成14年９月１日 19

小

林

紘

大

ち
ゃ
ん

︵
川
瀬
馬
場
町
︶

せ
い

だ
い

こ
う

た
ひ
か
る

予 防 接 種  
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彦
根
郵
便
局
の
前
を
通
っ
て
東
海
道
線

を
ま
た
ぎ
、
国
道
８
号
や
名
神
彦
根
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
至
る
道
は
、
常
に
自
動

車
が
た
く
さ
ん
往
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の

幹
線
道
路
、
か
つ
て
は
バ
ス
も
通
れ
な
い

細
道
で
し
た
。
鉄
道
を
ま
た
ぐ
陸
橋
も
な

か
っ
た
こ
ろ
、
道
の
東
詰
に
は
、
賢
木
神

社
の
鎮
守
の
森
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
地
元
安
清
町
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
３
０

０
年
来
守
ら
れ
、「
神
明
さ
ん
」
と
親
し

ま
れ
る
賢
木
神
社
。「
７
月
16
日
の
神
明

さ
ん
」
と
言
え
ば
、
夏
の
夜
を
彩
る
大
祭

で
し
た
。道
に
綱
を
張
っ
て
人
の
往
来
を

整
理
す
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

た
も
の
で
す
。 

　
陸
橋
の
た
も
と
に
は
、
今
も
賢
木
神
社

が
あ
り
、
７
月
16
日
に
は
変
わ
ら
ず
大
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
日
の
に
ぎ
わ
い

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

角さん（賢木神社境内で）

角

栄
次
郎
さ
ん 

︵
京
町
一
丁
目
︶

さ
か

す
み

き

し
ん

め
い

　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもも大人も、お互いにあいさつを交わしあいましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

あいさつは

いきいきと

リズミカルに

スマイル添えて

●あ

●い

●り

●す

合い言葉は「あいりす」
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　子どもたち待望の夏休み。城東二の民 
生委員児童委員の土田さんご夫妻は、３ 
年前から「地域の子どもたちと仲よくな 
ろう」という思いを持って取組を続けて 
おられます。 
　夏休み最初の１週間、ラジオ体操終了 
後の20分間が子どもたちとの遊びの時間 
です。小舟を作って小川で流したり、紙飛行機を折って飛ばしたり（写真）。 
　「後始末して、終わりましょう。」の声に「おもしろかった、おばちゃんあ
りがとう。」「明日は何かな、楽しみにしてるでー。」子どもたちから気持ちの
よい声が返ってきます。 
　遊びを通して子どもたちとコミュニケーションを図り、あいさつし合う関
係が築けるよう活動されている姿に「地域の子どもは地域ではぐくむ」意気
込みが伝わってきます。 

民生委員児童委員（城東二）の取組 


